
辻
博
士
は
本
年
春
御
母
親
の
喜
薄
を
優
せ
ら
れ
、
そ
の
記
念
の
た

め
に
人
物
論
に
催
す
る
奮
稿
二
七
を
選
蔵
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
、
傅
教
大
師
、
明
慧
婿
入
、
親
驚
、

日
蓮
の
如
き
代
表
的
な
宗
教
關
係
者
、
花
園
天
皇
、
李
清
盛
隅
源

頼
朝
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
片
桐
且
元
、
柳
澤

吉
保
、
竹
内
式
部
の
如
き
英
主
及
び
偉
大
な
る
政
治
家
を
中
心
に

し
て
其
の
時
代
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
如
此
許
撒
の
し
か

も
政
敏
爾
方
面
の
劃
期
的
な
人
物
に
關
す
る
所
論
で
あ
る
か
ら
、

入
物
論
S
は
番
へ
、
宥
る
意
味
に
於
て
入
物
中
心
の
日
本
史
ε
も

言
ひ
得
、
政
敏
交
渉
史
ε
も
見
る
事
が
出
血
る
。
殊
に
四
十
七
葉

の
關
係
史
料
が
挿
入
圖
版
S
し
て
随
所
に
配
置
さ
れ
て
あ
る
事
は

談
者
を
し
て
倦
怠
を
感
ず
る
事
な
く
巻
末
ま
で
讃
了
さ
す
も
の
で

あ
る
。
S
り
わ
け
て
そ
れ
ら
の
圖
版
が
何
れ
も
あ
ま
婬
世
聞
に
知

ら
れ
て
居
な
い
群
峰
の
も
の
で
あ
る
事
は
さ
す
が
に
博
士
の
論
著

で
あ
る
ミ
首
肯
さ
み
、
で
あ
ら
う
。
（
二
三
三
九
六
頁
、
雄
山
閣

嚢
行
、
贋
、
四
〇
〇
）
〔
以
上
中
村
〕

　
　
麟
近
世
農
村
問
題
史
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
濟
學
博
士
　
本
庄
榮
治
郎
著

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
介

薯
者
が
咋
夏
京
都
帝
國
大
竃
に
て
講
ぜ
ら
れ
た
稿
本
を
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
博
引
傍
捜
、
江
戸
時
代
に
於
け

る
農
村
問
題
を
論
究
し
て
鯨
蔽
が
な
い
、
四
六
版
三
二
九
頁
、
絞

正
甚
だ
行
き
届
い
て
印
測
も
實
に
手
に
入
っ
た
も
の
だ
、
農
村
問

題
の
意
義
ε
近
世
農
村
問
題
の
特
質
ぐ
」
を
始
終
に
し
て
、
農
業
土

地
租
税
制
度
、
農
民
政
策
、
農
民
の
生
活
、
入
口
の
減
退
及
勢
力

の
欠
乏
、
田
地
の
兼
併
気
当
慶
、
小
作
制
度
及
び
小
作
問
題
、
救
荒

政
策
、
農
民
暴
動
等
を
論
じ
て
あ
る
。
近
世
の
経
詩
史
に
於
け
る

博
士
の
造
詣
に
つ
い
て
は
世
既
に
定
評
の
あ
る
所
、
吾
入
亦
こ
れ

に
啓
護
せ
ら
る
・
塵
が
多
い
が
、
た
望
徳
川
時
代
に
於
け
る
農
民

へ
の
干
渉
が
悉
く
階
級
的
專
制
政
治
を
維
持
せ
ん
が
駕
に
、
恰
も

人
間
を
牛
馬
の
襟
に
取
扱
っ
て
み
る
こ
ε
の
み
か
ら
出
で
Σ
み
る

如
く
曳
い
て
居
ら
れ
る
の
は
如
何
か
。
成
程
當
時
の
農
本
忠
義
は

農
業
本
位
主
義
で
あ
り
、
貴
農
思
想
は
貴
穀
思
想
で
あ
ら
う
が
、

併
し
な
が
ら
、
一
面
治
者
階
級
ざ
し
て
の
算
入
は
、
民
は
か
く
あ

る
べ
き
も
の
だ
ミ
信
ぜ
し
た
め
に
、
か
く
の
如
き
こ
ミ
ま
で
教
ふ

べ
き
も
の
だ
ミ
考
へ
て
る
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
師
ち
彼
等
の

心
の
奥
に
は
民
を
治
む
る
こ
ミ
は
民
を
敏
ふ
る
こ
ミ
だ
ε
い
ふ
考

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
一
　
（
一
五
凶
）



　
　
　
第
＋
一
岱
　
紹
．
介

が
強
く
働
い
て
、
そ
れ
等
の
干
渉
政
策
も
そ
の
教
化
誘
導
ミ
い
ふ

理
想
圭
嚢
的
見
地
か
ら
幽
で
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
是
は
事
些

細
に
似
て
些
細
な
ら
ざ
る
問
題
で
あ
ら
う
。
（
四
六
版
三
二
九
頁
、

改
造
鮭
獲
行
、
贋
二
、
三
〇
）
〔
徳
重
〕

醗
特
選
帥
下
臥

内
務
省
藏
板

　
本
書
は
明
治
初
年
政
府
が
各
麿
縣
に
命
じ
て
其
管
内
諸
紳
肚
の

事
誤
密
緒
叢
書
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
る
調
査
を
爲
さ
し
め
て
編

纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
編
纂
の
大
規
模
で
あ
っ
た
事
、
衆
智
を

集
め
て
考
謹
研
慶
せ
し
め
た
鮎
に
於
て
此
種
の
典
籍
中
比
類
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
編
纂
以
來
永
ら
く
丙
務
省
に
秘
藏
せ

ら
れ
て
容
易
に
閲
讃
を
瀦
さ
れ
な
か
っ
た
こ
ε
は
識
者
の
少
か
ら

ず
慧
憾
S
し
た
S
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
此
度
初
め
て
旧
版
し
て
世
に

公
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
み
。
記
蓮
の
膿
裁

は
先
づ
宮
中
の
青
葉
に
始
ま
り
吹
に
京
中
座
、
同
京
四
條
座
紳
を

掲
げ
、
そ
れ
よ
り
山
城
國
以
下
各
國
に
分
ち
て
諸
事
の
祭
紳
祭
日

祉
格
所
在
等
を
記
載
し
て
あ
る
。
殊
に
編
纂
當
時
所
在
不
明
或
は

癒
地
煙
埋
の
分
を
も
出
馨
る
だ
け
艘
索
瞼
媛
し
て
掲
載
し
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
二
　
（
一
五
ご
）

闘
か
ら
榊
就
に
關
す
る
研
究
者
菰
ε
つ
て
慰
無
比
の
参
考
資
料
で
あ

る
。
唯
だ
本
書
の
原
本
で
あ
っ
た
内
務
省
本
は
先
年
の
大
震
火
災

の
際
烏
有
に
綿
し
た
閉
め
五
八
○
頁
以
下
は
校
正
に
不
充
分
な
箇

所
が
少
く
な
い
さ
う
で
あ
る
が
こ
れ
億
拝
む
を
得
な
い
事
で
あ

り
、
且
つ
本
書
の
編
纂
以
來
殆
ん
堕
ご
五
十
年
を
経
過
し
其
間
に
紳

紙
弾
道
の
研
究
も
著
し
い
進
歩
を
領
し
た
か
ら
今
日
よ
り
見
れ
憾

本
書
に
も
種
々
不
＋
分
な
鮎
が
有
る
の
を
曲
れ
な
い
の
は
固
よ
り

の
こ
S
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
讃
重
書
が
幸
に
大
震
災
の
爲

め
に
玉
本
が
焼
失
し
た
に
拘
は
ら
す
斯
く
世
に
点
る
事
ミ
な
っ
た

の
は
紳
肚
研
究
者
に
ε
つ
て
此
上
な
い
幸
編
S
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
（
菊
版
八
四
七
頁
、
束
京
磯
部
甲
陽
堂
登
行
、
儂
蝸
○
圓
）

轡
尾
張
國
解
丈

　
本
害
は
U
條
天
皇
の
協
議
元
年
尾
張
圃
の
郡
司
百
姓
等
が
國
守

藤
原
元
命
の
非
蓮
三
十
一
條
を
暴
け
て
富
府
に
愁
訴
し
た
解
丈

の
名
古
屋
布
面
輻
寺
費
生
院
所
藏
に
係
る
正
中
二
年
羅
紗
本
を
精

巧
な
る
坂
璃
版
に
附
し
て
複
製
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
君
原
本
は

現
存
す
る
解
難
儀
の
最
古
の
窮
本
ε
し
て
夙
に
學
界
の
注
意
を
惹


